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風が冷た<懲じられるようになつてき讀した。
呆鳥の彙も設や景に雹づいて、管をす哉せば
磐の足音が膏こえてくるようです6
本格馬な曇さがやって<る前に、馨さにまけない
からだをつ<りましょう。
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秋はおいしいものがた<さんあります。

3あ賓蒜を味わっていただきましょう。

◇舶毅
下書を善た上に、その日の要塩や編 に各わせて菫ね書をします。
讐書は栄僣罰|こ曇<なる話に讐僣つけるのがコツです。
暑いと懲じたら善すぎです。

ねる前のはみがきは
ていねいにやろう !
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0鐘新
日がきれる響治が軍くなつてきました。
り芳は,1で睡ぶ留簡が鎧気なるので、寧緩の様み
澪簡は,1で完賃に睡びましょう。

カルシウムは、じょうぶな歯や骨を

つくるために、なくてはならない巣豊
素。特に、からだが作られている途中

のみなさんには、カルシウムをしっか
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